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 先日、大きな地震が起こり、後発地震注意情報が発令、そして解除されました。もう安心、ということではなくこ

れからも災害への備えを継続していくことが重要です。この機会に非常持ち出し品や避難経路の確認をしっかり

しておきましょう。 

 

 

 

登下校中（通常の経路及び方法による場合）や授業中、部活動中等の負傷は、皆さんが加入している日本ス

ポーツ振興センターの災害共済給付の対象になる場合があります。学校生活の中で負傷し通院・治療を行った

という生徒は保健室まで報告をお願いします。医療助成を受けて窓口負担が０円だった場合も請求できる場合

がありますので、迷った場合には一度相談に来てください。 

 

HPVとは子宮頸がんの主な原因とされるヒトパピローマウイルスのことで、HPV感染を予防するHPVワクチ

ンは小学校６年生から高校１年生相当の女子を対象に、定期接種として全額公費により実施されているもので

す。対象となっている生徒の皆さんには、住んでいる市町村から家庭へお手紙も届いていることと思いますが、

公費による HPVワクチンの接種を希望する１年生の女子は、２０２６年３月末までに、計画的に接種することを

検討してほしいとのことです。３月末には予約が取りづらくなる可能性もあるため、余裕をもったスケジュールで

の接種を検討してください。なお、HPVワクチンの接種は本人や保護者において判断するものですので、問い合

わせ等については住所地の市町村、又は接種医療機関へお願いします。 

 

 長期間の休みに入りますが、解放感からつい気が緩んで誰かを傷つける言葉を使ってしまうことのないように

しましょう。「ちくちく言葉」「ふわふわ言葉」について小学校で教わった生徒も多いのではないでしょうか？友人

だけでなく家族や親戚にも「ちくちく言葉」を使っていないか振り返ってみてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【参考・引用】 

  株式会社日本学校保健研修社 月刊「健」２０２５年１２月号   

株式会社東山書房 月刊「健康教室」２０２５年１２月号   


